
熊本地震の電磁観測
データで見る地震予知

日本地震予知学会会員

JYAN研究会(2009～)主宰

代表 國廣秀光

熊本地震では、約２００人(関連死含む)の方が
亡くなりました。ご冥福をお祈りします。
２０１６年４月１４日（震度７前震）
２０１６年４月１６日（震度７本震）
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＜電磁気観測＞を始めた理由
地震後では救助でき無い。阪神後１０年経っても予知できない。
•アマチュア無線家(１級)として体験した不思議な電磁現象
（１）ノイズで困った （２）異常伝播で超遠方局と交信
•１５１９の証言集～ラジオ、テレビ、リモコン等の電磁異常•１５１９の証言集～ラジオ、テレビ、リモコン等の電磁異常
•電磁気の異常現象を一つずつ実験して潰していった。(20年間)
• FM観測を始めた。(長尾先生の紹介で北大の森谷先生と協同)
•電波伝搬で新発見３種（現在、発見の調査検証中が３種類有）
•全国にFM観測網を広げています（現在２００波まで拡大）
•１０年間の観測で経験則が増えた。（地震予測実験で検証）
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観測室

無線は
得意中
の得意
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観測室
観測は
PCや
Net等
最先端
技術を技術を
投入

観測機器とPC装置は常時５台稼働
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• 観測網では、直接波を受信するため数ｍ～十数ｍ高の見通しアンテナで観測しData
を収集しています。なお、直接波観測は、電界強度の±両方向の観測が良く判ります。

電磁波の観測をいろいろな方法で行っていますが、
当観測網では、地表を伝わるFM放送電波を(主とし
て)直接的受信で揺らぎ現象等を観測しています。

FM受信用
ダイバシティ
アンテナの例

ど
ん
な

観
測

簡
単
？
No
高
度

遠くは、１００Km程度のフレネルゾーン迄の地表波を観測していますが 電離層は、

地８０Km～３００Kmと高く、観測焦点がボケるので１局のエリアは横５０Km程度としています。

FM放送

アンテナの例
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[ラジオロガーはFM
８CHを受信し全国
Netで、Live観測が
できる最強マシン！

試作２号機

仲間と作った
地震観測専用
の電波受信機

下 ラジオロガー内部

電
波 表面側波
観
測
装
置 全容写真 FM受信専用のNet受信機として開発(2008年)全国Net構築へ
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C 地上電磁波
(５ｍ～20ｍ)
アンテナ設置

◎◎ 最高な環境・状態で観測最高な環境・状態で観測

電磁気地震計

A 地下電磁波
(-3m～-５ｍ)
アース版設置

BFMと短波
(５ｍ～３０ｍ)
送信アンテナ

アース受信

地震観測に理想的で高度な電磁気観測技術

震源
軋轢

押される＝＋の圧電気

引かれる＝マイナス電気
横ずれ ＝摩擦電気

◎◎ 最高な環境・状態で観測最高な環境・状態で観測
◎◎ 電磁気地震計なら全方位可電磁気地震計なら全方位可
Ａ 地下からの直接受信(直下)
Ｂ 地表ＦＭ放送電波(横方向)
Ｃ 地上電磁波の利用(遠距離)

地震の震源では、押し合い圧し合いが、うねりのように繰り返され、地震が近づくに連れて大きくなってき
ます。それが「電磁気地震計」に電磁波の強さや、ノイズ、パルス等として現れるのを観測しています。

アース版設置
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左 九州の観測網現況図
下 全国のFM波観測網

上熊本地震は、主に
竹田局が受信したが
周辺局も観測できた。
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結局、４月中に１０回の大揺れ
５強以上の地震が続いた。

熊本では(4/19)熊本では(4/19)
までに
震度７が２回

６強が ２回

６弱が ３回

５強が ３回

合計１０回
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竹田受信局
海抜３０１ｍH
通常電界11dB
今回は＋15dB

熊本FM放送局
１Kw６６５mH

地震と電波観測熊本～竹田市

外輪山
995m

大分

愛媛熊本

竹田

１Kw６６５mH

送信～受信距離約７０Km見通し外(フレネルゾーン)
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電磁波の観測グラフ (横軸＝月日,縦軸＝電界強度)
グラフは１年間グラフで４電波の電界強度をｄBで示している。

青突起が
熊本地震

赤の急落から異常が出始めた＝地殻変動？

緑＝愛媛、青＝熊本、赤＝竹田、黒＝大分の各FM放送電波
黒色の５月～８月突起は、海外からの電波障害でE-スポによるものです。
赤色(地元局)の上下動は、地殻変動による電磁界変化と予想しています。
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左上の２回の異常突起が「前震と本震」の前兆で、概ね１週間後に
地震が発生している。 また、その後の余震も同様に発生していた。

赤矢印が地震4/1~4/30 
１ヶ月

4~9月
赤矢印が地震

4~9月
半年間 赤矢印が地震

震度７の大地震から、半年後も、余震が続いていた。
黒色の突起は、南方からのE-スポ混信です。
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4/6&4/9日時点で地震を予知した証拠グラフ

４月６日と９日に、特別大きな異常の観測をしました。
大きい地震が２回来ると判った！貴重な観測データです。

これらは次々と起きた地震の前兆です。

前震と本震 余震が続きました。

１ヶ月グラフ
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大きい地震が２回来ると判った！貴重な観測データです。
１４日には地震に備えて竹田に行っていました。その後
の余震も異常と地震が連動しています。(100%捕捉です)

上図は４月の１ヶ月グラフです。下のグラフは
両方を記録した４日間の電界強度グラフです。

青が+16dBの揺れ青が＋16dBの揺れ

４日間グラフ

青＝熊本が、６日と９日に
平常11dB~２６ｄBへ上昇
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4/14
21;26
M6.5
震度７

4/14
22;07
M5.8
震度6弱

4/14
22;43
M5.1
震度5弱

4/15
00;03
M6.4
震度6強

前震の照合前震の照合

上の震度図は気象庁発表の地震資料です。

異常ピークと地震の回数・時期・大きさ等がほぼ一致した！
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4/16
01;45
M5.9
震度6弱

4/16
01;25
M7.3
震度7

4/16
03;03
M5.9
震度5強

4/16
03;55
M5.8
震度6強

本震の照合

上の震度図は気象庁発表の地震資料です。

異常ピークと地震の回数・時期・大きさ等がほぼ一致した。
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熊本
地震
前震
本震
の
時系

紫色の矢印はグラフ 変化のピーク

時系
列＆
強度
突合
検証
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紫色の 矢印は グラフ 変化のピーク
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国東局

６日＆
９日

太宰府
６＆７
日

○九州各局も殆ど異常を観測した

日

大分東
６～８
日

他近隣
局も異
常有り

観測場所によって異常の出方が違うが、
ほぼ同じような異常を記録している。
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・１ヶ月間での大きな電界異常照合
２回の大きな異常 ＝ ２回の大きな地震(前・本震)

・１週間前に観測した電界異常に、発生した地震を比較照合
前震 ４回の異常ピーク ＝ ４回の大きな地震発生(発生～３時間)
本震 ４回の異常ピーク ＝ ４回の大きな地震発生( )

電磁観測と地震発生の検証結果

本震 ４回の異常ピーク ＝ ４回の大きな地震発生(発生～３時間)

・レベルの比較照合
平時を基準に、異常レベルに比例した地震が発生した。

・発生間隔の照合
前兆の発生間隔と、ほぼ同期して、各地震が発生した。
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地震予知の確率
１ 照合結果

電磁異常の約１週間後に、兆候に相似した地震が起きている。
参考（約１週間前に予知できた地震の観測例はたくさんあります。）

２ 予知確率
（１）FM電波の観測に現れた異常は、ほぼ１週間後に起きる地震の模様を示していた。
（２）１週間前に異常が覚知できれば、近隣の観測と照合でき、高信頼の情報となる。（２）１週間前に異常が覚知できれば、近隣の観測と照合でき、高信頼の情報となる。
（３）電磁観測１０年の経験則を利用すれば、当研が実用化の基準とする確率８割以上

(震度6~7)の予知情報が発信可能（観測実績から）となります。
３ まとめ
（１）電磁的観測網によって想定できる地震情報は、（５日前～３日前迄に発表できます）

「・・月・・日頃、～地方で、震度6~7の地震が、４回(３時間)起きると予測しています。」
こんな地震情報の発信があれば、圧死等の人的被害は無くなるでしょう。

（２）ただし、この観測方式で地震予知を実現するには全国に約600ヶ所(気象庁の地震計と同じ)
の電磁気観測点の敷設と、地震観測情報センター(仮称)を設置する必要があります。
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解析室

比較と
照合等照合等
解析に
集中が
必要！
JYAN研
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